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平行平板線路の特性インピーダンスの計算 

 

平行平板線路 

上下の壁は電気壁(PEC)、左右の壁は磁気壁(PMC)の線路。 

左右の壁は電気壁ではなく、開放の場合でも、端部での電磁界の漏れだし量が無視できるほど広い線路

であればこの計算は近似的に高い精度が得られる。どうように、幅の広いマイクロストリップ線路や、基

板厚さが薄いマイクロストリップ線路でも平行平板線路の近似は有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位長当たりの Cの計算 

ガウスの法則∯ 𝑫 ⋅ 𝑑𝑺
𝑆

= ∬ 𝜌𝑑𝑉
𝑉

より、下の PEC板について計算すると、 

𝜀𝐸𝑦+ ⋅ 2𝑎 = 𝑄 

𝐸𝑦+ =
𝑄

2𝜀𝑎
 (同様に、𝐸𝑦− =

𝑄

2𝜀𝑎
) 

𝐸𝑦 = 𝐸𝑦+ + 𝐸𝑦− =
𝑄

𝜀𝑎
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𝑏

0

=
𝑄

𝜀
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𝐶 =
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𝑉
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𝑎
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単位長当たりの Lの計算 

アンペアの法則∮ 𝑯 ⋅ 𝑑𝒍
𝐶

= ∬ 𝒊 ⋅ 𝑑𝑺
𝑆

+∬
𝑑𝑫

𝑑𝑡
⋅ 𝑑𝑺

𝑆
より、下の PEC板について計算すると、 

𝐻𝑥+(2𝑎) = 𝐼   (同様に、𝐻𝑥−(2𝑎) = 𝐼) 

𝐻𝑥 = 𝐻𝑥+ + 𝐻𝑥− =
𝐼

𝑎
 

 

(a) 投影図 (b) 断面図 
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特性インピーダンス: 

𝑍0 = √
𝐿

𝐶
=
𝑏

𝑎
√
𝜇

𝜀
 

位相定数: 

𝛽 = 𝜔√𝐿𝐶 = 𝜔√𝜇𝜀 

 

 


